
日本基督教団 八ヶ岳教会 復活後第四主日礼拝  NO.1275  2023 年 5 月 7 日 10:30~ 

牧師  山本護           司式   渡部敬子        奏楽 山本恵美                                                                  

前  奏 黙想 

讃 美 歌  21 あさ日のごとくに 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  ダニエル書 7:13~14 

      マタイによる福音書28:16~20 

讃 美 歌  324 主イエスはすくいを 

説  教 『 永遠の約束 』 

祈  禱 

讃 美 歌  234A むかし主イエスの 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 546 聖なるかなな 

祝  禱   後  奏        

「さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスが指示しておられた山に登った(ﾏﾀｲ 28:16)」。

イエスの指示は、復活に遭遇した女たちからの伝言(28:10)。マタイ福音書が伝えるイエスや弟子はよ

く山に登る(5:1)なあと思う。山はいわば神域で(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ19:23)、モーセも度々登った(19:3,20,24:9,15)。 

「聖なる山」の他にも、冒頭の系図(ﾏﾀｲ 1:1~17)からして、マタイ福音書はとりわけ「ユダヤ教イ

エス派」の要素が色濃い。ところが終結部は「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、

あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい(28:19)」。救いとその可能性が、一気に

全世界へ広がっていく。ユダヤ色が濃厚な場から、四方八方に伸びていくところが実に鮮烈だ。 

森で自然薯を掘った経験を思い出した。夏、四方に広がった蔓から根の在り処を確かめておき、冬、

根を慎重に掘り出す。自然薯は栽培したヤマイモよりも細くて地中深く伸びている。ユダヤ教の深い

根から、キリストの教えは世界へ広がり、今私たちがそれを受け取っている。地中深く伸びた「根」

はガリラヤの山にあり、そこから蔓が伸び広がり、幾世代もかけて八ヶ岳にまで到達した。東京の教

会も、ローマの教会も、モスクワの教会も、蔓を辿って行けばあの時のガリラヤの山へ導かれる。 

「すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授けよ(28:19)」。

三者の名によって洗礼を授けて教会へ入会させる、というのとは少しニュアンスが違う。私は「父と

子と聖霊の名の中に浸せ」と解した。三者の名に浸してその人がどうなるかは未知。キリストは世や

教会よりも深く広いので、キリストの弟子であるその在り方は教会に限定されない(NO.1274 説教)。 

「見よ、〔人の子〕のような者が天の雲に乗り、〔日の老いたる者〕の前に来て～権威、威光、王権

を受けた。諸国、諸族、諸言語の民は皆、彼に仕え、彼の支配はとこしえに続く(ﾀﾞﾆｴﾙ 7:13~14)」。

預言はどれも謎めいているが、「世の終わり」については黙示的にしか語りえない。この預言はユダヤ

教の地中でじっくり涵養され、時を経てガリラヤの山から力強く世界に向けて吹き出した。キリスト

である復活のイエスを通して。「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる(ﾏﾀｲ 28:20)」。 

「世の終わり」とは、何やら恐ろしげな言葉だが破滅ではない。神の創造の「完成」、すべての民の

救いの「完了」と言えようか。救いの完成に近づくのだから、世の罪なるものが滅ぼされる変革には、

罪なる人間の辛苦が伴う。教会は「父と子と聖霊の名」の中にすべての人を浸す洗礼の場(28:19)。浸

された人に救いは輝く。また救われるその人は、自分の罪が打ち砕かれる痛みを経験する。洗礼は生

涯に一回だけだが、私たちは日々、父と子と聖霊の名に浸されており、折々救われ、折々砕かれる。 

弟子たちはガリラヤの山に登り、復活のイエスと出会い、ひれ伏した。「しかし、疑う者もいた(28:17)。

直弟子でさえ疑うことがある。何をどう疑ったのか。復活したイエスではなく、幻影を見ているのか、

と(ﾖﾊﾈ 20:25)。私たちが信じようと疑おうと、キリストは「世の終わりまで、いつもあなたがたと共

にいる(ﾏﾀｲ 28:20)」と約束された。人間の決意は当てにならないが、キリストの約束は永遠に揺るぎ

ない。私が生きていても死んでいても、共にいてくださる。それほどの愛でがっちり抱えられている。 

私たちはどこからやって来たのか 人類学的に見ればエチオピアのあの谷から出発した旅人だろう 

キリストによればガリラヤの山が芽吹きの場 そこから地中深く沈むと創造の業に遡る(創世 2:7) 

本日礼拝後は役員会。5/13(土)1:30～3:00集会所で聖書研究会。5/28は聖霊降臨節なので長崎牧師

の礼拝説教を 5/21にお願いしました。牧師の動き:5/10,YMCAで聖書の話。5/11,刑務所で終日教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


